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(57)【要約】
　容器通気ディスクは周辺の周囲にあるギャップで区切
られ、容器の内部からの気体を排出することができる。
容器の縁の内側の縁に当接するかその近位にある中間の
縁または層は、ディスクが横方向に著しく移動しないよ
うにし、かつまた、容器の口内に通気ディスクをその中
心に置くことを実施する。ギャップがディスクに通路を
形成して、容器の口の縁と容器のキャップとの間で気体
を逃がすことができる。デザインのシンプルさは、製造
を容易にすることができ、かつ例えばタンクまたはボト
ル等の容器内にシンプルに配置することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャップで密封可能な容器開口部用の取外し可能な通気カバーであって、
　前記容器開口部の縁の上に載る、所定の寸法および形状を有する非通気性の外側部分と
、
　前記容器開口部の内部表面に広がる非通気性の内側部分と、
　少なくとも１つの非通気性の中間部分であって、前記外側部分と前記内側部分とをブリ
ッジし、前記容器の内部に突出するように形作られ、前記容器開口部から前記取外し可能
なカバーが滑り落ちないように前記容器の縁の内側の縁に近位した位置に配置されている
中間部分と、
　前記外側部分の外側の縁から、前記少なくとも１つの中間部分によって形成された外側
の周囲まで亘っている、前記外側部分を介した少なくとも１つの通気性のギャップと
　を備える、取外し可能な通気カバー。
【請求項２】
　前記非通気性の外側部分の形状は円形である、請求項１に記載のカバー。
【請求項３】
　前記非通気性の外側部分の形状は矩形である、請求項１に記載のカバー。
【請求項４】
　前記非通気性の外側部分の形状は長円である、請求項１に記載のカバー。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのギャップは、前記少なくとも１つの非通気性の中間部分の外側の
縁に当接する、請求項１に記載のカバー。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの通気性のギャップは方形である、請求項１に記載のカバー。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの通気性のギャップは形状が湾曲している、請求項１に記載のカバ
ー。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの非通気性の中間部分はＶの形状である、請求項１に記載のカバー
。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの非通気性の中間部分はドーム形状である、請求項１に記載のカバ
ー。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのギャップは前記非通気性の内側部分に亘っている、請求項１に記
載のカバー。
【請求項１１】
　取外し可能な通気性ディスクによってカバーされた、キャップで密封可能な容器開口部
から気体を排出するための方法であって、
　前記容器開口部の縁の上に載る、所定の寸法および形状を有する、前記取外し可能な通
気性ディスクの非通気性の外側部分を形成することと、
　前記容器開口部の内部表面に広がる前記取外し可能な通気性ディスクの非通気性の内側
部分を形成することと、
　前記取外し可能な通気性ディスクの少なくとも１つの非通気性の中間部分であって、前
記外側部分と前記内側部分とをブリッジし、前記容器の内部に突出するように形作られ、
前記容器開口部から前記取外し可能なカバーが滑り落ちないようにしてあり、前記容器の
縁の内側の縁に近位した位置に配置されている中間部分を形成することと、
　前記外側部分の外側の縁から、前記少なくとも１つの中間部分によって形成された外側
の周囲まで亘っている、前記取外し可能なディスクの前記外側部分に、少なくとも１つの
通気性のギャップを形成することと
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　を含んでなる、方法。
【請求項１２】
　前記容器の縁の上にキャップを締めることをさらに含んでなる、請求項１１に記載の方
法。
【請求項１３】
　前記非通気性の外側部分の形状は円形である、請求項１１に記載のカバー。
【請求項１４】
　前記非通気性の外側部分の形状は矩形である、請求項１に記載のカバー。
【請求項１５】
　前記非通気性の外側部分の形状は長円である、請求項１１に記載のカバー。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのギャップは、前記少なくとも１つの非通気性の中間部分の外側の
縁に当接する、請求項１１に記載のカバー。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つの通気性のギャップは方形である、請求項１１に記載のカバー。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つの通気性のギャップは形状が湾曲している、請求項１１に記載のカ
バー。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つの非通気性の中間部分はＶの形状である、請求項１１に記載のカバ
ー。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つの非通気性の中間部分はドーム形状である、請求項１１に記載のカ
バー。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのギャップは前記非通気性の内側部分に亘っている、請求項１１に
記載のカバー。
【請求項２２】
　キャップで密封可能な容器開口部用の取外し可能な通気カバーであって、
　所定の寸法および形状を有する、前記容器開口部の縁の上に載るための非通気性手段と
、
　前記容器開口部の内部表面に広がる非通気性手段と、
　前記縁の上に載るための手段と前記広がる手段とをブリッジする非通気性手段であって
、前記容器開口部から前記取外し可能なカバーが滑り落ちないように前記容器の内部に突
出するように形作られ、前記容器の縁の内側の縁に近位した位置に配置されている非通気
性手段と、
　前記載るための手段の外側の縁から、前記ブリッジするための手段によって形成された
外側の周囲まで亘っている前記載るための手段を介して気体を排出する手段と
　を備える、カバー。
【請求項２３】
　前記載るための手段の形状は円形である、請求項２２に記載のカバー。
【請求項２４】
　前記載るための手段の形状は矩形である、請求項２２に記載のカバー。
【請求項２５】
　前記載るための手段の形状は長円である、請求項２２に記載のカバー。
【請求項２６】
　前記気体を排出する手段は前記ブリッジする手段に当接する、請求項２２に記載のカバ
ー。
【請求項２７】
　前記気体を排出する手段は方形である、請求項２２に記載のカバー。
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【請求項２８】
　前記気体を排出する手段は形状が湾曲している、請求項２２に記載のカバー。
【請求項２９】
　前記ブリッジする手段はＶの形状である、請求項２２に記載のカバー。
【請求項３０】
　前記ブリッジする手段はドーム形状である、請求項２２に記載のカバー。
【請求項３１】
　前記気体を排出する手段は、前記内部表面に広がる非通気性手段に亘っている、請求項
２２に記載のカバー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、気体を通気させることができる容器のための密封膜に関する。より詳細には
容器の頭部のための通気ディスクに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば容器などの容器内で物体を保存する必要性は、消費者がその物体にアクセスする
ためにその容器を開けることのできる必要性に対して評価される。典型的な開放のメカニ
ズムは、容器の口の上で閉められ、または留められるリムーバブルキャップである。しか
しながら、異物の混入または他の懸案事項に起因して、通常は、気密性のライナーまたは
シールが容器の口の上に固定される。一部の例において、気密性のライナーまたはシール
は、保存された物体からの気体を通気させず、最終的にはシールが破裂または容器が破損
する。例えばＣｏｓｔａらによる米国特許第５，５７９，９３６号明細書および米国特許
第５，７３０，３０６号明細書に示されるように、いくつかのアプローチは、通気を可能
にする設計を示すが、これらの設計は、特に液体の物質に適しており、製造するにはいさ
さか複雑である。
【０００３】
　所望されるのは、複雑でなく、例えば錠剤、ペースト、または大きい顆粒等の液体では
ない物体にも適した密封機構である。この目的のために、以下の記載は、当該産業におけ
るこれらおよび他の弱点に取り組む容器通気ディスクを詳述する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　以下は、特許請求の範囲で請求される主題の一部の態様の基本的な理解を提供するため
に、簡略化された要約を提示する。この要約は広範囲な概要でもなければ、キーとなる／
重要な要素を同定し、あるいは特許請求の範囲で請求される主題の範囲を説明することを
意図していない。その目的は、後に提示されるより詳細な記載に対する前置きとして簡略
化された形にて一部のコンセプトを提示することである。
【０００５】
　前述の必要性は、本開示によってその大部分まで満たされ、ここで、キャップで密封可
能な容器開口部用の取外し可能な通気カバーが提供され、上記容器開口部の縁の上に載る
、所定の寸法および形状を有する非通気性の外側部分と、上記容器開口部の内部表面に広
がる非通気性の内側部分と、少なくとも１つの非通気性の中間部分であって、上記外側部
分と上記内側部分とをブリッジし、上記容器の内部に突出するように形作られ、上記容器
開口部から上記取外し可能なカバーが滑り落ちないように上記容器の縁の内側の縁に近位
した位置に配置されている中間部分と、上記外側部分の外側の縁から、上記少なくとも１
つの中間部分によって形成された外側の周囲まで亘っている、上記外側部分を介した少な
くとも１つの通気性のギャップとを備える。
【０００６】
　本開示の別の態様において、取外し可能な通気性ディスクによってカバーされた、キャ
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ップで密封可能な容器開口部から気体を排出するための方法が提供され、上記容器開口部
の縁の上に載る、所定の寸法および形状を有する、上記取外し可能な通気性ディスクの非
通気性の外側部分を形成することと、上記容器開口部の内部表面に広がる上記取外し可能
な通気性ディスクの非通気性の内側部分を形成することと、上記取外し可能な通気性ディ
スクの少なくとも１つの非通気性の中間部分であって、上記外側部分と上記内側部分とを
ブリッジし、上記容器の内部に突出するように形作られ、上記容器開口部から上記取外し
可能なカバーが滑り落ちないようにしてあり、上記容器の縁の内側の縁に近位した位置に
配置されている、中間部分を形成することと、上記外側部分の外側の縁から、上記少なく
とも１つの中間部分によって形成された外側の周囲まで亘っている、上記取外し可能なデ
ィスクの上記外側部分に、少なくとも１つの通気性のギャップを形成することとを含んで
なる。
【０００７】
　本開示の別の態様において、キャップで密封可能な容器開口部用の取外し可能な通気カ
バーが提供され、所定の寸法および形状を有する、上記容器開口部の縁の上に載るための
非通気性手段と、上記容器開口部の内部表面に広がる非通気性手段と、上記縁の上に載る
ための手段と上記広がる手段とをブリッジする非通気性手段であって、上記容器開口部か
ら上記取外し可能なカバーが滑り落ちないように上記容器の内部に突出するように形作ら
れ、上記容器の縁の内側の縁に近位した位置に配置されている非通気性手段と、上記載る
ための手段の外側の縁から、上記ブリッジするための手段によって形成された外側の周囲
まで亘っている上記載るための手段を介して気体を排出する手段とを備える。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は例示的な通気ディスクの上面図である。
【図２】図２は図１の例示的な通気ディスクの底面斜視図である。
【図３】図３は別の例示的な通気ディスクの上面図である。
【図４】図４は別の例示的な通気ディスクの上面図である。
【図５】図５は容器上の別の例示的な通気ディスクの拡大強調した斜視図である。
【図６】図６はボトルの頭部上の別の例示的な通気ディスクの分解斜視図である。
【図７】図７は図６の断面Ａ－Ａの図である。
【図８】図８は別の例示的な通気ディスクの上面図である。
【図９】図９はタブを有する別の例示的な通気ディスクの上面図である。
【図１０】図１０はタブを有する別の例示的な通気ディスクの上面図である。
【図１１】図１１は模様を有する別の例示的な通気ディスクの上面図である。
【図１２】図１２は模様およびタブを有する別の例示的な通気ディスクの上面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下で開示される方法およびシステムは、概略的に、かつ特定の例および／または特定
の実施形態に関連して記載され得る。例えば、詳細な例および／または実施形態に参照が
なされるが、記載された基本的な任意の原理は単一の実施形態に限定されるものではなく
、特定的に言及されていないならば、当業者によって理解されるように、本明細書に記載
された他の方法およびシステムのうちの任意のものを用いた使用のために拡張され得るも
のであることは理解されるべきである。
【００１０】
　容器の頭部を「シールする、密封する（ｓｅａｌ）」能力は、（顧客によって穴が空け
られることはできる仕様であるが）例示的な通気ディスクが除去可能であることが必要と
される。本明細書において記載された様々な実施形態において、例示的な密封は、容易に
製造可能な通気ディスクであり、これは、引き裂き可能かまたは穿刺できるか、あるいは
タブまたは他の力の行使により除去可能である非通気の物質または膜から形成されてもよ
い。このように、例示的な通気ディスクは、堅牢な「シール」を提供し、同時に、必要に
応じて、顧客がシールを除去することができる任意の材料から製造されてもよい。可能な
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非限定の例の１つとしては、箔、プラスチック、布地、金属、ナイロン、層状の膜、等か
らなる群より選択される材料が挙げられる。一部の実施形態において、例示的なディスク
を容器に取り付けまたは固定するための方法は、キャップを締めるか、または接着剤また
は圧力等を利用して、容器の口の縁にディスクを接着することによって容易にされてよい
。一部の実施形態において、例示的な通気ディスクは、一回限りの使用のものであっても
よく、または他の実施形態において、例示的な通気ディスクは複数回利用されてもよい。
従って、例示的な通気ディスクに意図された使用の「寿命」は、例示的な通気ディスクの
製造材料に影響を与え得る。
【００１１】
　図１は、容器（図示せず）を密封（シール）するために適切な形状を有する例示的な通
気ディスク１０の上面図であり、外側部分１１および内側部分１３は、内側部分１３から
遠位にある非平面部分１５によってブリッジされている。外側部分１１は、非平面部分１
５の外縁（ｅｘｔｅｒｉｏｒ　ｅｄｇｅ）に隣接して位置する所定のサイズを有するギャ
ップ（空隙）１７で区切られている（ｐｕｎｃｔｕａｔｅｄ）。容器の口（図示せず）の
上に置かれた場合、ギャップ１７は、容器の内側から外側に気体を逃がし、同時に、固形
物または大きいサイズの物質を外側に逃がさない開口を提供する。非平面部分１５は、容
器の口を中心にして例示的な通気ディスク１０を中心に置き、かつまた例示的な通気ディ
スク１０が容器の口から滑り落ちないように制約するように機能し得る。外側部分１１は
所定のサイズであり、容器の縁（リップ）（図５に示す）と、非平面部分１５の外縁との
間の限定された開口部を提供するために、ギャップ１７を制限する。この例示的な実施形
態のこれらおよびさらなる態様は以下の図面にてさらに明らかとなる。
【００１２】
　図２は、図１の例示的な通気ディスク１０の底斜視図である。この有利な地点から、非
平面部分１５は、ディスク１０全体を回る例示的な通気ディスク１０の材料における「Ｖ
」様の窪みとして示されている。非平面部分１５の外側壁は容器の縁の内側縁に対して当
接し得て、例示的な通気ディスク１０が容器の口から滑り落ちないように機能する。
【００１３】
　平面および非平面という用語は、本明細書においては、ディスク１０の様々な部分を差
異化するために用いられていることは理解されるべきである。例えば、容器の頭部の縁（
図示せず）に載っているディスク１０の部分１１は、容器の頭部の縁の内側縁と当接する
ディスク１０の部分１５とは異なっており、前者には平面、そして後者には非平面として
分類することで差異化している。一部の文脈では、非平面の部分は、普遍的意味合いを失
うことなく、中間部分として言及され得る。それゆえ、用語、平面／非平面とは、ディス
ク１０の表面についての他の輪郭を包含するとして理解される。例えば、特定の平面部分
が凹部、凸部、またはドーム形状を有して湾曲していてもよい。さらには、容器の縁の上
に載っているディスク１０の外側の縁１１が一方向に湾曲していてもよく、同時に、ディ
スク１０の内側部分１３が平面の状態、窪んだ状態、隆起した状態、または湾曲した状態
であってもよい。それゆえ、本明細書に記載された様々な実施形態が、平面および非平面
といった用語を利用するが、これらの用語は平面ではない輪郭を言及するために広い意味
において適用可能であることは理解されるべきである。
【００１４】
　同様に、ディスクという用語もまた、本明細書において用いられる場合、包括的な用語
であり、容器の開口部用に用いられ得る、例えば方形、長円形、矩形、および他の形状な
どの非円形にも言及可能であるとして理解されるべきである。それゆえ、本明細書におけ
る例示的な実施形態は、円形または「ディスク様」の形状として示される一方で、他の形
状もまた本開示の範囲内にあることは理解される。
【００１５】
　図３は、例示的な通気ディスク２０に広がる隣接部２１を有する別の例示的な通気ディ
スク２０の上面図である。非平面部分２５は、図１および図２に示される非平面部分１５
に類似した仕方で機能するために、例示的な通気ディスク２０の縁から所定の距離を置い
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て、隣接部分２１周囲において別個の部分で配置されている。所定のサイズの複数のギャ
ップ２７は、例示的な通気ディスク２０の周辺に配置される。非平面部分２５に対するギ
ャップ２７の配置構成およびその数は、設計の好みに従って変更可能である。多くの可能
な例の１つとして、ギャップ２７は、非平面部分２５とコラジアル（ｃｏ－ｒａｄｉａｌ
）であってよく、非平面部分２５と比べてより少ないまたはより多い数のギャップ２７が
用いられてもよい。
【００１６】
　図４は、隣接部分３１への窪みまたは不連続の突起／陥没として形成された非平面部分
３５を有する別の例示的な通気ディスク３０の上面図である。所定のサイズの複数のギャ
ップ３７は、例示的な通気ディスク３０の周辺に配置される。同様に、非平面部分３５に
対するギャップ３７の配置構成およびその数は、設計の好みに従って変更可能である。
【００１７】
　図３および図４は、非平面部分を、個々のディスク周囲で異なる形状および配置構成に
変更する可能性を図示していることに留意されるべきである。それゆえ、「Ｖ」またはく
ぼみ形状のみが上述の図において示されているが、当業者に対して公知である他の形状は
本明細書において想定されており、本開示の範囲内にあることは理解される。同様に、非
平面部分および例示的なディスク周囲のギャップの「対称性」もまた変更されてよく、非
平面部分／ギャップが非対称に配置されることを可能にする。図３および図４において明
らかであるように、ギャップの形状は可変であってよい。それゆえ、ギャップは、例えば
、方形、湾曲、長円、装飾が施してある等、本開示の趣旨および範囲から逸脱することな
く、任意の所望の幾何学形状を有し得る。
【００１８】
　図５は、容器の開口部上の別の例示的な通気ディスク４０の拡大強調した斜視図である
。通気ディスク４０は、外側部分４１を非平面部分４５によって内側部分４３へとブリッ
ジさせている。ギャップ４７は、外側部分４１を支持する容器の縁４９を示す外側部分４
１周囲に配置されている。ギャップ４７は、前方側４７ａおよび後方側４７ｂ、ならびに
容器の縁４９の内側の縁によって境界付けられており、その結果、ギャップ４７の実際の
サイズよりも、より小さい開口部４７ｃとなる。従って、容器の縁４９の厚さ／サイズに
ついての理解をもとに、ギャップ４７は、容器４４の内側から気体を通気することができ
るように同時に、容器４４の内側から物質（図示せず）が外に出ないようにサイズ調整さ
れた開口部４７ｃを生成するように決定可能である。
【００１９】
　図５は拡大強調した斜視図であり、ここで非平面部分４５は、容器の縁４９から著しく
ずらされて示され、開口部４７ｃは、この図示において、容易に閲覧可能である。概して
、非平面部分４５は多くの場合において特に容器の内側の個々の材料がギャップ４７より
も小さい場合、容器の縁４９により近い。以下でさらに明らかとなるように、材料のタイ
プおよびサイズは、開口部４７ｃの適切なサイズを決定することを助ける。
【００２０】
　図６は、容器またはボトルの頭部６４上の別の例示的な通気ディスク５０の分解斜視図
である。ボトルの頭部６４は通常のボトルであってよく、内側部分６６は縁６７で縁とな
っており、キャップ６２で締めるためのらせん状のスレッド（ねじ山）６９で表面が形成
されている。例示的な通気ディスク５０は、ギャップ５７で回避される、リング形状の非
平面部分５５で構成されている。例示的な通気ディスク５０は、設計の好みに従って、キ
ャップ６２を使用することによって、あるいは、接着機構または他の固定機構の使用によ
って、ボトルの頭部６４に固定されてよい。非分解図における切断線Ａ－Ａの断面を以下
で記載する。
【００２１】
　図７は、図６の断面Ａ－Ａの図であり、ここでキャップ６２は、ボトルのスレッド６９
およびキャップのスレッド７９を介してボトル６４に固定される。とりわけ、ボトルの内
部からの気体７５が、ボトル９０の内側の縁、ボトルの内側の縁の近位にある非平面部分
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５５の縁、およびギャップ５７の間で形成された開口部を介してディスク５０を通って逃
げることができる。気体７５は、キャップのスレッド７９とボトルのスレッド６９との間
に形成された開口したらせん状のスペースを介して出る（および入る）。明らかなように
、非平面部分５５は、ボトルの頭部に対して適切にサイズ調整されている場合、ボトルの
頭部内で、わずかな量の横方向の遊びを有するように構成可能である。従って、少なくと
も１つのギャップ５７は、気体７５が逃げるために必要な開口を可能にするように配置さ
れる。
【００２２】
　図８は、別の例示的な通気ディスク６０の上面図である。外側部分６１は、非平面部分
６５によって内側の平面部分６３とブリッジされている。ギャップ６７はディスク６０周
囲に配置されているが、内側の平面部分６３に突き出すような寸法を有している。この実
施形態において、容器内に保存されている物体は、その粘性または成分構成（ｍａｋｅｕ
ｐ）によりギャップ６７を通過しない、ペーストまたは非液体の物質であることが想定さ
れる。また、物体は、ギャップ６７のサイズよりも大きいサイズであってもよい。
【００２３】
　図９は、タブ７２を有する別の例示的な通気ディスク７０の上面図である。この実施形
態は、容易にディスクを取外すために、ディスク７０の一端において、タブ７２を取り付
けることができることを示す。非平面部分７５は完全なディスク７０に入っており、ギャ
ップ７７と内側部分７３をブリッジしている。図示のように、所望される場合には、ディ
スク７０の内側７３において、模様７４がエンボス加工またはプリントされていてもよい
。
【００２４】
　図１０は、タブ８２を有する別の例示的な通気ディスク８０の上面図である。この実施
形態において、さらなるギャップ８７が示されており、かつ、図９に示される実施形態よ
りも、その形状がより湾曲している。さらに、非平面部分８５はディスク８０周囲におい
て連続していない。内側部分８３は任意の模様８４を用いて示されている。
【００２５】
　図１１は、模様９４を有する別の例示的な通気ディスク９０の上面図である。ギャップ
９７は、模様９４の様々な要素を用いて「自由に動く（フローする）」ために、外側部分
９１周囲にて、適切な位置に、組み合わされることができることに留意されたい。上述の
実施形態に示されるように、ギャップ９７は、非平面部分９５によって、内側部分９３に
ブリッジされる外側部分９１に配置される。
【００２６】
　図１２は、模様１０４およびタブ１０２を有する別の例示的な通気ディスク１００の上
面図である。模様１０４は、図１１に示す模様９４の拡張バージョンである。ギャップ１
０７は、外側部分１０１周囲に配置され、非平面部分１０５によって、内側部分１０３に
ブリッジされている。
【００２７】
　上述の記載から明らかであるように、配置構成／形状／その他に対する様々な修正が、
本開示の趣旨および範囲から逸脱することなく、それらの例示的な実施形態に対してなさ
れることができる。例えば、図１０において、４つのギャップが、４つの非平面部分８５
と「ペア」になっているが、３つ、または２つの非平面部分８５のみを有することが所望
される場合もある。さらに、これらの非平面部分８５は、所望される場合、より長くても
よく、より短くてもよい。さらには、本開示の趣旨および範囲から逸脱することなく、示
される模様、ならびにタブの形状およびその数は変更されてよい。
【００２８】
　開示された実施形態の前述の記載は、任意の当業者が本開示を作製または使用できるた
めに提供されている。これらの実施形態に対する様々な修正は、当業者にとって直ちに明
白なものであって、本明細書において規定された包括的な原理は、本開示の趣旨または範
囲から逸脱することなく他の実施形態に対しても適用されてよい。従って、本開示は、本
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明細書において示される実施形態に限定されることが位置されているのではなく、本明細
書において開示された原理および新規な特徴に調和する最も広い範囲に合致されるべきも
のである。

【図１】

【図２】

【図３】
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